
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この「３７７６富士山水車」は、市 

民手作りの水辺景観づくりとして、本 

会が取り組んでいる「水の都・三島」 

の原風景・水車の設置事業の－環とし 

ておこなったものです。平成 11 年 5 

月、平成 12 年 1 月に市内「宮さんの 

川（蓮沼川）」に設置した 1 号、2 号基 

の水車に続く 3 号基にあたります。 

 市内最大の湧水地を有する楽寿園内 

に設置することにより「水の都・三島」 

の PR に役立てていただくとともに、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士山とその恵 
みである湧水を 

守る意識啓発に 

つながることを 

期待しています。 

 製作は三島ゆうすい会内の木工グルー 

プとして水車づくりに取り組んできた 

「遊水匠の会」のメンバーが中心となっ 

ておこない、一昨年の 12 月から約 1 

年 5 カ月かけて完成に至りました。 

また、この間、多数のボランティア 

や企業の心強い応援と、設置にあたり 

三島市関係者のご理解ご協力をいただ 

きました。 

 5 月 19 日（日）の完成お披露目式に 

は小池政臣三島市長、勝又国信三島市 

観光協会会長、森井泉楽寿園園長に 

ご出席いただき、本会会員、「遊水匠 

の会」メンバーとともに水車の完成 

をお祝いしました。また、当日は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三島市がすすめる「街中がせせらぎ事 

業」への貢献として、小池政臣三島市 

長から感謝状を頂戴しました。 

 本年度から「遊水匠の会」は木工を 

通じ「水の都・三島」の環境改善に取 

り組む市民団体として本会から独立。 

初代会長を小浜修一郎本会理事が務め 

ます。「３７７６富士山水車Jの設置は、

本会との初の共同事業のかたちとなり

ました。 

 この「３７７６富士山水車」は、こ

れまでに設置した2基の水車にくらべ、

大きさが約 2 倍で、かつて三島で実際

に使われていた水車と変らない大きさ

です。製作にあたっては部品を仮組み 

する場所 1 つにも苦労し、「遊水匠 

の会」メンバーも、4 月 20、21 日に 

おこなった設置の作業で、はじめて全 

体像を見ることができたそうです。 

 「プロの目から見たら、まだまだの 

出来。ホントは恥ずかしいんだ」と、 

「遊水匠の会」メンバーの檀誠一さん 

は謙遜しますが、木立を背景に水車は 

堂々とした姿を見せています。ご覧に 

なった方は、その出来映えにきっと感 

動するのではないでしょうか。 

 今回の設置は一時的な展示としての 

仮設置で、現在改修中の楽寿園内の池 

の工事完了後に実際の水辺に移設する 

予定です。今後は「水車」を景観づく 

りだけでなく、カラクリで楽しさをア 

ピールしたり、子供たちが水力利用や 

水質改善作用を学ぶ教材とするなど、 

活用方法を考えていきたいと思います。 

皆様のご提案をお待ちしています。

「３７７６富士山水車」概要 

製作期間 着手日平成 12 年 12 月 3 日 

仮設置 
三島市立公園楽寿園内 

通称 ｢もみじ広場｣ 

大きさ 

その他 

回転部直径 3,776ｍｍ 

高さ 4,600ｍｍ(地表より） 

重さ 本体 約 500 ㎏  

台座込みの重さ約 3ｔ 
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富士山への感謝をこめて・・・ 

「３７７６富士山水車」楽寿園内に設置 
 
 「水の都・三島の湧水は、富士山からのおくりもの」。標高 3,776ｍの

富士山にちなんだ、回転部直径 3,776ｍｍの手作りの大型木製水車が完成

しました。 

 本会と「遊水匠の会」では、この水車を三島市に寄贈し、三島市立公園

楽寿園内に設置しました。5 月 19 日（日）におこなった完成お披露目式

では、塚田冷子本会会長から小池政臣三島市長への贈呈の 

儀をおこないました。 

△｢３７７６富士山水車｣

「水」に心惹かれて・・ 

 岸ユキさんら三島を訪問 
  

2 月 22 日、大安。西野バレエ団の 

岸ユキさん、部長の重吉聴さん、ＮＰ 

Ｏ法人山梨水環境フォーラムの戸栗和 

広さん、－級建築士の広瀬敏さんの一

行 4名が来島しました。 

 現在、山梨にお住まいの岸さんは、

ＮＰＯ法人山梨水環境フォーラムの最

高顧問を務めているそうです。今回の

目的は「暖かくて、湧水または地下水

がある、おいしい水が飲めるところ」

にアトリエを作るための場所探しで、

同フォーラムのメンバーの推薦で三島

が候補の 1つにあがったそうです。 

 当日は本会役員が同行して市内の水

辺を回り、塚田冷子会長宅では、井戸

水、ホタル、水琴窟などを紹介しまし

た。岸さんにもぜひ三島に住んで、三

島の良さを知っていただきたいもの

です。 

 市民参加で「水」を活かしたまちづ

くりをすすめ、三島をもっと素敵な水

の街にしましょう。 源兵衛川を歩く岸ユキさん 

 



 
 

 4 月 20 日（日）ＮＰＯ法人自然環 

境復元協会（会長・杉山恵一常葉大学 

教授）のメンバーと常葉大学の学生の 

皆さんなど約 50 名が源兵衛川を中心 

に三島の水辺再生活動を視察しました。 

 生物学、生態学、農業、土木、社会、 

教育など関連分野での第一線の研究者

や実務者が参画する同協会では、これ 

まで、技術的な面から自然環境の保全、

復元、創造に関する調査・研究・普及 

啓発活動や行政への提案などを行なっ 

てきましたが、今後はそれを日常管理 

し育てていくという住民の主体的な活動

や取り組みが技術にもまして大切で 

あると認識し、その先進地である三島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の活動を学ぶことになったそうです。 

 本会と、「源兵衛川を愛する会」では、 

三島市民の取り組みを実際に見てもら 

いたいと考え、この日、源兵衛川清掃 

をおこないました。1週間前に定例清掃

をおこなったので、ゴミは少なく、参加

者はもっぱら川底のヌクを流す作業に汗

を流しました。 

 視察に参加した同協会のある方はビ 

オトープとしての源兵衛川について 

「上流部はこれまで見たことがあるが、

今回、最下流部と温水池周辺をはじめて

見た。自然環境の復元に先進的なドイツ

に行っても、こんないい場所は無い。国

際学会でも紹介したいくらいだ」と高く

評価しました。また、多くの視察者が、

住民の取り組みが素晴らしいとの意見を

寄せ、たいへん良い視察で勉強になった

と感想をもらいました。 

 

 

 

 

「三島梅花藻の里」に設置した水車

が生まれ変わったことにお気づきです

か？公園化整備の際、有志の方が製作

してくれたこの水車、少々痛んできた

ので、先日「遊水匠の会」がリニュー 

 

アル作業をおこないました。 

 平成 8 年よりグラウンドワーク三島

実行委員会（現・ＮＰＯ法人グラウン

ドワーク三島）が調整役となり、市民・

行政・企業のパートナーシップで建設

されたこの三島梅花藻の里。本会では

市民団体として公園化整備を中心とな

って推進するとともに、定例作業を通

じてミシマバイカモの保護育成や公園

の維持管理をおこなってきました。し

かし、6年目を迎えた現在、施設の傷み

も目につき始めました。 

 そこで、今回、ＮＰＯ法人グラウン

ドワーク三島が「三島梅花藻の里」施

設補修に乗り出すことになりました。 

今後は、行政や企業にも支援を求めな

がら、全面的な補修計画をすすめてい

く方針とのことです。 

 全面補修についてはまだ計画段階で

すが、至急手直しが必要な「木製デッ

キ」「竹垣の補修」作業が 6月 2日（日） 

にボランティアの参加でおこなわれま

す。竹垣の補修は、竹をシュロ縄で結

び付け、垣根を作る作業など。力も要

らず簡単な作業ですが、数が多いので、

ぜひ会員の皆さんの応援をお願いしま

す。ご自宅でも活用できる本格的な垣

根の作り方も覚えられますよ！ 

 

 

 

ＮＰＯ法人自然環境復元協会 
    源兵衛川を高く評価 

「三島梅花藻の里」補修に

     皆様の応援を！
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【定期活動（作業等）】 
●源兵衛川清掃 
６月の定例作業はお休みします。 

通常は原則毎月第 2日曜日 13：00～ 

水の苑緑地・かわせみ橋集合 

●桜川清掃 
原則として毎月第１土曜日 10:00～ 

６/8（火）10:00 

白滝公園集合 ※変則日程 

長靴、軍手またはビニール手袋持参 

「桜川を愛する会」とともに 

●三島梅花藻の里・雷井戸保全活動 

原則として毎月第 2日曜 10:00～ 

６/２（日）９:00 ※変則日程 

佐野美術館・三島梅花藻の里集合 

長靴、軍手またはビニール手袋、草取 

り道具、あれば大工道具持参 

草取り、ミシマバイカモ手入れ、 

木製デッキ、竹垣の補修作業 

★いずれの定例活動も自由参加です。 

あなたのご参加、お待ちしています！ 

今 後 の 予 定 ★雨天時は源兵衛川・桜川清掃、 
三島梅花藻の里は原則としてお休

みです。 
★最新の活動予定は「三島ゆうすい

会ホームページ」でお知らせしてい

ます。ご希望の方に毎月の活動予定

のご案内をＦＡＸ、郵便で送ります。

事務局へお申し込みください。 
 
【その他の行事・お知らせなど】 
第3回漏剋の集い・水時計の音楽祭 

6/9(日)11:45～ 

会場：三石神社 

(伊豆箱根鉄道三島広小路駅近く)

(同封のチラシ参照) 

●水の視察「名水を訪ねる旅」 

山梨県下部温泉宿泊 

6/29(土)～30(日)  1泊2日 

(同封のチラシ参照) 

●遊水匠の会 

原則として毎月第１、3日曜 10:00～

塚田工房(三島市泉町５－３)を拠点 

に活動しています。事務局を本会が 

担当。  会員募集中。 

●助成・ご寄付ありがとうございました。

遠藤材木店様 

 三島梅花藻の里の他水車の資材ご寄付 

住友建設様 

広川建設様 

 富士山水車の資材ご寄付その他ご協力 

●ご入会ありがとうございました。 

（敬称略・平成 14 年 1月～5月） 

柿崎宏子(三島市)  湯山氾子(三島市) 
●会費ご入金 
 平成 14 年分会費の納入にご協力あり
がとうございます。お納めくださった方の
お名前は次号のお便りで報告いたします。
 会費納入がお済みでない方はご協力を
よろしくお願いいたします。 
〈年会費金額〉 

正会費 3,000円 賛助会費 1口  10,000円 

 〈お振込み先〉 

・郵便為替 0840-4-118192 

加入者名：三島ゆうすい会 

・静岡銀行三島支店 

  普通預金  №0346532 

・駿河銀行三島セントラル支店 

   普通預金 №572969 

・三島信用金庫西支店 

  普通預金 №1042399 

口座名：三島ゆうすい会会長 塚田冷子 

△視察者からのインタビューに答える源兵
衛川を愛する会、新会長の瀬川義恭さん 

 


